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笛吹市と山梨学院大学による平成 26 年度文部科学省
委託事業「スポーツを通じた地域コミュニティ活性化
促進事業（大学・企業のスポーツ資源を活用した地域
コミュニティ活性化促進事業）」の事例報告
綿　谷　健　佑・長　倉　富　貴
Ⅰ．はじめに
今日、運動不足や人間関係の希薄化等の問題
が社会問題として浮き彫りになってきている。
このような問題を抱える地域社会に対して、山
梨学院大学と笛吹市は、包括的連携に関する協
定の一環として「スポーツを通じた地域コミュ
ニティ活性化促進事業」（文部科学省委託事業）
を「笛吹市×山梨学院大学　スポーツプロジェ
クト」（以下、「本事業」と表記）と題して平成
26年 7月から平成27年 3月の期間に実施した。
山梨学院大学には豊富なスポーツ資源が整っ
ており、レスリング、スケート、ラグビー、陸
上、ホッケー、柔道、水泳、硬式野球、テニス、
バスケットボール、ソフトボール、サッカー、
空手、ゴルフの 14 競技（男女 16 クラブ）を強
化指定クラブとして、国内でも有数の施設、指
導者を擁している。
笛吹市は、山梨学院大学のこれらの施設や指
導者を笛吹市住民のために有効活用することで
地域スポーツの振興をはかると同時にスポーツ
活動を通じて地域コミュニティの活性化をはか
りたいとしていた。山梨学院大学としても、大
学の人財、物財を地域に環元するという地域貢
献の目的のみに限らず、スポーツマネジメント
を学習する学生に対し事業の企画運営に係わる
実践的なマネジメント学習の場を提供すること
や、学生アスリートへのセカンドキャリア教育
等の一環としてスポーツの現場を知り、指導者
として係わる場を提供することも狙いとして事
業を実施した。
文部科学省委託事業として山梨県内では初め
ての試みであり、今後、大学と地域の自治体と
の連携事業のモデルケースともなる今回の「ス
ポーツを通じた地域コミュニティ活性化促進事
業」の事業内容や効果、課題を明らかにするこ
とが本報告の目的である。
Ⅱ．本事業の目的・要旨
まず、文部科学省が示した「スポーツを通じ
た地域コミュニティ活性化促進事業」の目的・
要旨と事業内容は次の通りである。
1．目的・要旨
　スポーツは、人と人との交流及び地域と
地域の交流を促進し、地域の一体感や活力
を醸成するものであり、人間関係の希薄化
等の問題を抱える地域社会の活性化に大き
く寄与するものである。
　スポーツが果たすそうした役割や意義を
踏まえ、本事業では、大学等が保有するス
ポーツ資源（人材、施設）を効果的に活用
した取組を実施することにより、地域住民
の運動・スポーツへの参加意欲を高め、ス
ポーツを通じた地域コミュニティの活性化
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を促進する。
2．事業内容
　大学や企業が保有している人材や体育
館、グラウンドなどのスポーツ資源を地域
住民のスポーツ活動に活用することは、地
域スポーツ環境の整備に効果的であり、大
学や企業を核とした地域コミュニティの活
性化にも繋がる。
　そのため、本事業では、地方公共団体が
大学や企業、スポーツ団体と連携を図り、
大学や企業のスポーツ施設等において、教
員や学生等による地域住民を対象とした定
期的なスポーツ教室、スポーツセミナーな
どの指導やスポーツ交流大会、筋力トレー
ニング等を実施する。
 （文科省HPより）
これをもとに、山梨学院大学のスポーツ環境
（施設・人材）を有効に活用し、一年を通じて
笛吹市民へサービスを提供する本事業の狙いを
次の通りに定めた。
事業のねらい
1．山梨学院大学の強化クラブのレスリン
グ・ラグビー・陸上・柔道・水泳・サッ
カー・ソフトボール・野球・テニス・空
手では国内トップレベルのスポーツ施設
と指導者を有する。この施設と指導者を
笛吹市住民のために有効活用することで
地域スポーツの振興をはかると同時にス
ポーツ活動を通じた地域コミュニティの
活性化を目指す。
2．山梨学院大学でスポーツマネジメント
を学習する学生が、事業の企画運営にか
かわり実践的なマネジメント学習の場と
する。
3．山梨学院大学の学生アスリートへのセ
カンドキャリア教育等の一環としてスポ
ーツの現場を知り、指導者として係る場
を提供する。
4．将来的には笛吹市の体育施設を使いス
ポーツ関連大会・イベント等を住民が主
体的に開催していけるような、笛吹市に
おけるスポーツ指導者・ボランティアの
ネットワークの基盤づくりをする。
5．スポーツを通じて障害者や外国人と笛
吹市民が交流する。
Ⅲ．事業の運営方法と実施体系
笛吹市と大学の関わりや役割分担は、プログ
ラムの企画、運営を山梨学院大学経営情報学部・
長倉富貴准教授を中心にした山梨学院大学スポ
ーツマネジメント研究室が行い、笛吹市民への
広報活動及び笛吹市内の施設確保や調整を笛吹
市が主に担当した。スポーツプログラムの指導
や講演会講師は、山梨学院カレッジスポーツセ
ンター及び所属クラブと連携し、指導を依頼し
て実施した。事業実施体系は図に示した通りで
ある（図 1参照）。
Ⅳ．事業内容
本事業のねらいを達成すべく、事業を「地域
の子どもを対象とした事業」、「地域のスポーツ
指導者を対象とした事業」、「地域住民を対象と
した事業」の 3つに分け、以下の通りに計画し
実行した。
各事業の目的や取り組みの内容、様子・効果
は次の通りである。
（ア）　地域の子どもを対象とした事業
【トライアルスポーツ】
i．事業の目的
笛吹市内の小学生を対象に 1ヶ月に 1種目で
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8種目を 8ヶ月間にかけて実施した。国内トッ
プレベルの施設を使い、国内トップレベルの指
導者や学生選手から指導を受ける機会を提供す
ること、1人の子どもが複数のスポーツを体験
し、スポーツを知り、スポーツをするきっかけ
作りの場とすることを目的として実施した。
ii．実施概要
①柔道
指導者：山梨学院大学柔道部
山部伸敏（女子監督／男子コーチ）
　　　　山田和也（コーチ）
期日：2014 年 7 月 28 日（月）〜30 日（水）
3日間　10：00〜12：00
場所：山梨学院大学樹徳館
参加人数：3 日間合計 44 名（1日目 14 名・2
日目 14 名・3日目 16 名）
指導内容：柔道着の着方や礼法に始まり、3
日間の中で受け身、足技、投げ技、寝技とい
う柔道の基本的な技術を一通り体験するプロ
グラム内容で実施した。
②ゴルフ
指導者：山梨学院大学ゴルフ部
河合譲（監督）
期日：2014 年 8 月 11 日（月）〜13 日（水）
3日間　9：00〜11：00
　　　※希望者　8月 20 日（水）
場所：山梨学院大学横根ゴルフ練習場
　　　中澤プロ企画・甲府ゴルフセンター
図 1　「スポーツを通じた地域コミュニティ活性化促進事業実施体系図」
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　　　北富士ゴルフコース
参加人数：3 日間合計 44 名（1日目 14 名・2
日目 17 名・3日目 13 名）
指導内容：クラブの握り方や打ち方、フォー
ムの指導を行った。また、パターコースも利
用し参加者同士で競い合いながら仲を深める
ことができるようなプログラムを実施した。
ゴルフをプレイする際のマナーも子ども達へ
伝え、挨拶やボール拾い、片付けの指導も行
った。また、希望者には南都留郡鳴沢村の北
富士ゴルフコースでの実践練習も行った。
③ソフトボール
指導者：山梨学院大学ソフトボール部
清水正（監督）
期日：2014 年 9 月 30 日（火）〜10 月 2 日（木）
3日間　18：00〜20：00
場所：山梨学院砂田ツインソフトボール場
参加人数：3 日間合計 37 名（1日目 13 名・2
日目 11 名・3日目 13 名）
指導内容：ソフトボールを初めて行う子ども
達に配慮し、バドミントンのラケットを使っ
た素振りや紙コップで作ったグラブでのテニ
スボール捕球から始まり、Tバッティングや
トスバッティングといった本格的な内容へと
発展させながら実施した。また、プログラム
の中にソフトボール部の学生による模範ピッ
チング・バッティング・ボール周しも取り入
れ、トップレベルの競技を目近でみる機会も
設けた。
④ホッケー
指導者：山梨学院大学ホッケー部
林貞淑（コーチ）
期日：2014 年 10 月 10 日（金）11 日（土）
13 日（月・祝）3日間
　　　平日 17：00〜19：00
土・祝 10：00〜12：00
場所：山梨学院ホッケースタジアム
　　　笛吹市立石和南小学校体育館
参加人数：3 日間合計 46 名（1日目 17 名・2
日目 14 名・3日目 15 名）
指導内容：ホッケースティックの使い方を中
心にボールの扱い方、ドリブル、パスへの発
展などを指導した。最終日には、ゲームを実
施した。最終日は、雨により会場を笛吹市立
石和南小学校に変更し、体育館で開催した。
⑤空手
指導者：山梨学院大学空手道部
片田貴士（監督）
期日：2014 年 11 月 18 日（火）19 日（水）
26 日（水）3日間
　　　18：00〜19：30
場所：山梨学院大学樹徳館 2階南側
参加人数：3 日間合計 50 名（1日目　15 名・
2日目　18 名・3日目　17 名）
指導内容：主に形の基本動作を中心に指導を
行った。基本的な礼法や声の出し方に加え、
学生部員による演舞も取り入れた。
⑥硬式テニス
指導者：山梨学院大学テニス部（女子）
富岡好平（監督）
期日：2014 年 12 月 17 日（水）18 日（木）
19 日（金）3日間
　　　17：30〜19：30
場所：山梨学院横根テニス場
参加人数：3 日間合計 62 名（1日目 22 名・2
日目 21 名・3日目 19 名）
指導内容：初めてラケットを握る子ども達を
対象に基本動作を中心に指導を行った。年齢
別にグループを分け、年齢に応じた指導を実
施した。
⑦レスリング
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指導者：山梨学院大学レスリング部
小幡邦彦（コーチ）
期日：2015 年 1 月 14 日（水）21 日（水）28
日（水）3日間
　　　19：00〜20：30
場所：山梨学院樹徳館レスリング場
参加人数：3 日間合計 29 名（1日目 10 人・2
日目 9名・3日目 10 名）
指導内容：レスリングに活用する動作の習得
を目指し、マット運動を中心に大学生が見本・
補助を行いながらの指導を行った。また、子
供が飽きないように鬼ごっこをアレンジした
遊びを通じて自然体の様々な動作を習得する
ことが出来るように工夫をした。部分的に、
山梨学院ちびっこレスリングクラブの受講者
も同時に指導を受けた。
⑧ラグビー
指導者：山梨学院大学ラグビー部
吉田浩二（監督）
期日：2015 年 1 月 24 日（土）2月 7日（土）
2日間
　　　※ 1 月 31 日（土）開催を予定してい
たが、降雪の影響により中止
　　　10：00〜12：00
場所：山梨学院和戸ラグビー場
参加人数：3 日間合計 22 名（1日目 11 人・2
日目 11 名）
指導内容：ラグビーボールを投げる、受ける
という基本動作や複数のチームに分かれ、腰
につけたテープを奪い合うタグラグビーを行
った。山梨学院生涯学習センター主催イベン
トと共催し、笛吹市に限らず山梨県内全域か
ら参加者が集まった。
iii．プログラムの様子・効果
子ども達が日常的に経験する機会が少ないス
ポーツ種目を選択し、新しい体験が出来るプラ
グラムの編成を行った。また、学生コーチを多
く動員し、子ども達に親しみを感じてもらえる
ように配慮した。このプログラムの参加者・保
護者には、日常的に接することが少ないスポー
ツ種目を行った結果、どのような変化があるの
か。本事業についてどのように認識しているか
を確認するために、種目終了毎にアンケート調
査を実施した。
参加者からのアンケートでは、「すごく楽し
い」「楽しい」という回答が 90%を超えており、
どのプログラムも共通して満足度が高かったこ
とが伺われる（図 2）。また、「これからも今日
図 2　トライアルスポーツ（全種目）アンケート 1（n＝ 119）
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図 3　トライアルスポーツ（全種目）アンケート 2（n＝ 119）
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図 5　トライアルスポーツ（全種目）保護者アンケート 4（n＝ 82）
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図 4　トライアルスポーツ（全種目）保護者アンケート 3（n＝ 82）　
4
78
経営情報学論集　第 22 号　2016.3
－ 63 －
の運動をやってみたいですか？」という質問に
対しては、「やってみたい」という回答が 90%
を超えており、どのプログラムも共通して満足
度が高かったことが伺われる。（図 3）
保護者からのアンケートにおいてもプログラ
ムへの評価は、「良い」「まあ良い」という回答
が 90% を超えており、どのプログラムも共通
して満足度が高かったことが伺われる。（図4）
そして、「今回の種目を継続して行わせたいと
思いましたか？」という質問に対しては、「機
会があればやらせてみたい」という回答が 80%
を超えていた。（図 5）
子ども達は、最初は慣れない環境で初めて行
う種目に戸惑いながらも徐々に慣れ、プログラ
ムを意欲的に取り組めるようになっていった。
また、回を重ねるごとに子ども同士、保護者同
士も打ち解けていき、ゴルフ、空手などの種目
では、保護者や付き添いで来た兄弟達が後ろで
見様見真似で実践する姿も見られ、参加者のみ
ならず保護者や家族にもスポーツに親しむきっ
かけを提供することが出来た。スポーツ施設に
ついても、ソフトボール場、ホッケー場、ラグ
ビー場などのグラウンドの広さ、ふかふかの人
工芝、レスリング場マットの反発性、ホッケー
場の濡れた芝生など、日常的に体験することが
少ない環境に驚きを示しており、山梨学院大学
のスポーツ施設が参加者や保護者に好印象を与
えていた。
普段馴染みのないスポーツを体験すること
は、参加者自身が新しい発見を見つける良い機
会になっていたように思われる。特にレスリン
グは当初、最も人気が少ない種目であったが、
プログラム実施後には、バック転やハンドスプ
リングなどのマット運動の練習を「楽しい！」
「もっとやりたい！」「やらせてみたい」と当初
の印象から随分違った印象に変化していた。ど
の種目も保護者からの継続的な教室の実施の要
望が多く、子どもだけに限らず保護者のスポー
ツに対する興味、意欲の向上にも繋がったと考
えられる。
参加者の満足度はどの項目でも比較的高く、
今まで馴染みのなかったスポーツに興味をもっ
トライアルスポーツ「ラグビー」の様子
トライアルスポーツ「レスリング」の様子
トライアルスポーツ「空手」の様子
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てもらうことには効果が見られたが、今後興味
をもった競技を継続して続けるような機会の提
供までにはいたらなかった。地域の教室やスク
ール等の情報提供を積極的に行った方がよかっ
たかもしれない。
（イ）　地域のスポーツ指導者を対象とした事業
【指導者研修会】
i．事業の目的
笛吹市内のスポーツ指導者（笛吹市体育協会
会員、笛吹市スポーツ少年団指導者など）を対
象にした指導者研修会を開催し、スポーツ指導
法・チームマネジメントを学び、技術力及び指
導力を向上させる機会を提供することを目的と
して実施した。
ii．実施概要
研修会名：「コーチング法〜選手のモチベー
ションの上げ方〜」
講師：山梨学院大学陸上競技部
　　　上田誠仁（監督）
期日：2014 年 9 月 18 日（木）
場所：いちのみや桃の里ふれあい文化館
参加人数：40 名
指導種目：10 種目（アンケート調査より）
サッカー、陸上、剣道、スキー・スノーボ
ード、卓球、バレーボール、ミニバスケッ
トボール、グラウンドゴルフ、ハイキング
クラブなど
毎年正月に行われる箱根駅伝において全国的
知名度を誇る山梨学院大学陸上競技部の上田誠
仁監督を招聘し、笛吹市内のスポーツ指導者（陸
上競技、剣道、サッカー、スキー・スノーボー
ド、バレーボールなど）への研修会を実施した。
長年にわたり大学生を指導した経験から選手へ
の心構えの持たせ方、やる気の出させ方、接し
方を中心とした講義を行った。
iii．プログラムの様子・効果
講師の上田監督は、山梨県内において知名度
が非常に高く、平日の開催にも関わらず 40 名
の参加者が集まった。本研修会は、実施目的が
資格の取得などと言った義務的なものではな
く、「指導力の向上」という参加者の自己啓発を
図るものであることから、参加者の意欲は非常
に高かく、集中して研修に参加していた。（図 6）
研修会の効果は、一時的に評価することは困
難であるが、参加者の意欲的な姿勢や回収した
アンケートによる高い満足度から、参加した指
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図 6　指導者研修会アンケート 1（n＝ 39）
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導者の今後の指導力向上に繋がると思われる。
（図 7）また、笛吹市が主催し、複数の団体か
ら参加者が集まったことで今後の笛吹市内での
スポーツ指導者のネットワーク構築の第一歩を
踏みだすことが出来た。継続した講習会の実施
や指導者間での情報交換などによるコミュニテ
ィの活性化にも期待したい。
（ウ）　地域住民を対象とした事業
【スポーツ講演会】
i．事業の目的
笛吹市民を対象として有名スポーツ選手やス
ポーツジャーナリストによる講演会を開催し、
市民がスポーツにより関心を持つ場とすること
を目的として実施した。
ii．実施概要
①「スポーツライターから見た FIFA
WORLDCUP」
講師：増島みどり
期日：2014 年 7 月 10 日（木）
場所：山梨学院大学 40 周年記念館（メモリ
アルホール）
参加人数：約 310 名
（アンケートによる集計　270 名　男性：212
名　女性：35 名　性別無回答：23 名）
講演当日に開催期間中であった 2014FIFA
WORLDCUP ブラジル大会について、現地取
材を行っていた増島みどり氏により、5大会を
通してワールドカップを取材したスポーツライ
ターの視点から日本代表チームの現地での様子
等についての講演が行われた。具体的には、移
動距離、キャンプ地の環境、メンタルコンディ
ショニングを含むサポート体制などを各国の事
例をあげながら解説をされた。講演は、一方的
な話だけではなく、参加者との対話が取り入れ
られ、終始、コミュニケーションをとりながら
和やかな雰囲気の中で行われ、質疑応答におい
指導者研修会の様子
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ニティ活性化促進事業（大学・企業のスポーツ資源を活用した地域コミュニティ活性化促進
事業）」の事例報告（綿谷　健佑・長倉　富貴）
ても数多くの質問が寄せられていた。また、本
講演は山梨学院大学の学生が運営を行った他、
地域住民との交流も講義の一環として扱われ数
多くの学生が参加した。
②「山梨から東京オリンピック&パラリン
ピックを考える」
講師：佐藤真海（パラリンピアン、2020 年
東京オリンピック・パラリンピック招
致プレゼンター）
　　　増島みどり
期日：2014 年 10 月 16 日（木）
場所：山梨学院大学 40 周年記念館（メモリ
アルホール）
参加人数：335 名
講演には、パラリンピック 3大会連続出場、
2020 東京オリンピック・パラリンピック大会
招致プレゼンターをつとめた佐藤真海氏、スポ
ーツライター増島みどり氏をゲストに招き、佐
藤氏による特別講義と本学経営情報学部の長倉
富貴准教授を加えたパネルディスカッションを
青山貴子（現代ビジネス学部准教授）コーディ
ネーターのもとに行った。
当日は、第一部の特別講義で佐藤氏が 2012
年のパラリンピック・ロンドン大会の白熱した
大会の様子を中心に話され、第二部のパネルデ
ィスカッションでは、6年後の東京オリンピッ
ク・パラリンピックに向けた現状の課題、特に
パラリンピックに対しての認知度や理解の低さ
を中心に意見交換を行った。現状では、施設や
環境といったハード面のバリアフリーよりも、
日常的な「心のバリアフリー」が一番の課題に
なっており、日本社会がパラリンピックを真の
トップアスリートの大会であるという認識を持
つために、まずは、地域住民からパラリンピッ
クを「知る」「見る」「体験する」といった機会
を増やしていくことが必要だということが伝え
られた。
質疑応答には講演開始前に配布した質問用紙
の中からスタッフが集計し、厳選した質問をゲ
ストが回答する方式を採用した。また、主催者
を代表して笛吹市・倉嶋清次市長が来場し挨拶
を行った他、山梨県、山梨県教育委員会、山梨
県障害者スポーツ協会、山梨芙蓉法律会計事務
所の後援を受け、山梨学院カレッジスポーツセ
ンター、山梨学院生涯学習センターの協力の下、
山梨学院大学の学生によって運営を行った。
ii．プログラムの様子・効果
2014FIFAWORLDCUP ブラジル大会や、
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前年に開催が決まった東京オリンピック・パラ
リンピックがテーマということもあり、多くの
参加者が興味・関心を持っていたことが回収し
たアンケートから伺うことが出来る（図 8）。
効果としては、現場関係者の声を講演に反映
させた他、情報分析を伝えるだけではなく、参
加者のスポーツライフに活用できる内容も数多
く伝えられていたことから市民が今後、スポー
ツに関わる動機付けになったと推察できる。参
加者が今後、スポーツを行うことだけではなく、
スポーツにどのように関わるかを考える機会に
なった為、今後、笛吹市内で行われるスポーツ
イベントに参加者や運営スタッフとして関わっ
ていくことを期待したい。
【スポーツ座談会】
i．事業の目的
山梨学院大学の指導者または選手と笛吹市民
の座談会を開催した。地域の野球経験者と大学
のクラブ指導者が体験型の交流をする「オヤジ
ノック大会」、トップ選手の練習を見学し、交
流する「鈴木聡美の水中トレーニング見学＆座
談会」を実施した。
ii．実施概要
①オヤジノック大会
講師：山梨学院大学硬式野球部
　　　伊藤彰（監督）
期日：2014 年 11 月 29 日（ 土 ）　16：00〜
18：00
場所：山梨学院「川田未来の森」運動公園
野球場（甲府市川田町 176）
参加人数：12 名
山梨学院大学の指導者、選手と笛吹市住民と
の交流を目的に開催した。野球部の部員の指導
によるウオーミングアップから監督による内野
ノック、監督の投球に対する参加者のバッティ
ングなど野球を通じて交流を深めた。また、終
了後には近隣の飲食店で懇親会を行った。
②鈴木聡美の水中トレーニング見学＆座談会
講師：鈴木聡美（ミキハウス所属・山梨学院
大学OG）
期日：2015 年 1月 23 日（金）17：00〜19：00
場所：山梨学院シドニー記念水泳場
参加人数：24 名
山梨学院大学の指導者、選手と笛吹市住民と
の交流を目的に開催した。ロンドン五輪メダリ
ストの鈴木聡美選手の練習見学と座談会を行っ
た。練習見学では山梨学院大学水泳部コーチか
ら練習のポイントについて解説を交えながら行
い、水中練習に限らず懸垂などの陸上トレーニ
ングの見学も実施した。
練習終了後には、座談会を行い、鈴木選手が
参加者からの質問に応じながらの交流が行われ
た。
スポーツ講演会の様子
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iii．プログラムの様子・効果
「オヤジノック大会」は、参加者の野球のレ
ベルが非常に高く、ノック、バッティングと迫
力あるプレーが幾度となく披露されていた。ウ
オーミングアップから“オヤジ”世代にはハー
ドな運動が続いていたが、参加者は息を切らし
ながらも野球を通じて楽しみながら交流を深め
ることが出来ていた。
「鈴木聡美の水中トレーニング見学＆座談会」
では、ロンドン五輪メダリストの練習を見学す
ることが出来る貴重な機会ということが起因
し、参加者の意欲的な姿勢が伺えた。座談会で
は、ジュニアスイマーの参加者から泳ぎ方や選
手としての考え方などの質問に対し、鈴木選手
から直接アドバイスを行われていた他、終了後
にはサインや記念撮影にも応じ、市民と選手が
直接触れ合うことが出来る場を創出することが
出来た。
プログラムの効果は、「オヤジノック大会」
では、大人がスポーツを行うきっかけを作り、
「鈴木聡美の水中トレーニング見学＆座談会」
では、子ども達が意欲的にスポーツを行うため
の動機付けになったと考えられる。スポーツ座
談会が市民にとって貴重な機会であったこと
は、アンケート集計の大半が企画の評価を「非
常に良い」「良い」としていることから伺うこ
オヤジノック大会の様子 鈴木聡美の水中トレーニング見学＆座談会の様子
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とが出来た。（図 9）
【ユニバーサルスポーツ教室】
i．事業の目的
誰でも気軽に参加でき楽しめる軽スポーツを
通して、笛吹市民がスポーツに親しむきっかけ
を作り、障害の有無にかかわらず、健常者と障
害者が交流できる場を提供することを目的とし
て実施した。
ii．実施概要
協力：山梨県リクリエーション協会 /山梨県
障害者スポーツ協会 /笛吹市地域自立
支援協議会
期日：2015 年 2 月 22 日（日）13:30〜15:30
場所：笛吹市スコレーセンター
参加人数：101 名
軽スポーツを通して、笛吹市の健常者と障害
者が交流できるイベントを開催した。実施種目
は、ボッチャ（的に球を投げて点数を競う）、
フライングディスク（円盤状のディスクで的を
射抜く）、スポーツチャンバラ（空気でふくら
ませた柔らかい剣で戦う）、3B体操（音楽に合
わせて行う健康体操）、ストライクアウト（玉
を投げて番号書かれたパネルを落とす）、スポ
ーツ吹き矢（息を使って筒の中の矢を放ち得点
を競う）を行った。
iii．プログラムの様子・効果
プログラムは、笛吹市生涯学習課、福祉保健
課、山梨学院大学スポーツマネジメント研究室
が企画運営を担当し、笛吹市社会福祉協議会、
笛吹市自立支援協議会、山梨県レクリエーショ
ン協会、山梨県障害者スポーツ協会、山梨ボッ
チャの会、笛吹市スポーツ推進委員、甲州スポ
ーツ倶楽部、3B 体操協会の協力得て開催した
他、山梨学院大学の学生も障害者とペアを組む
などの協力を行った。
効果としては、アンケート調査から参加者の
満足度が高い回答が多く、97.01% の参加者か
ら「また参加したい」という回答を得ることが
出来た。（図 10）（図 11）しかし、「今回の企画
であなたのスポーツに対する興味や関心は向上
しましたか？」という回答に対しては、「どち
らとも言えない」が 19.40% 占めており、十分
に参加者のスポーツに対する熱意を引き起こす
まで至らなかった。（図 12）山梨県では、山梨
県レクリエーション協会を中心に競技団体、行
政、支援組織による連携したネットワークが構
築されている。今後は、このような地域での組
織間の連携を活用し、スポーツ・レクリエーシ
ョンを通した交流機会を継続的に実施して障害
者のスポーツ意欲の向上に繋げたい。
【AED講習会】
i．事業の目的
笛吹市住民が救命処置の方法を学び、今後、
日常生活や笛吹市内外で行われるスポーツイベ
ントの際に技能が活用されることを目的に開催
した。
ii．実施概要
対象：笛吹市民
講師：ALSOK　綜合警備保障株式会社
期日：2015 年 2 月 6 日（ 金 ）18：30〜20：
00・2 月 7 日（土）10：00〜11：30
場所：山梨学院カレッジスポーツセンター棟
4階会議室
参加人数：59 名
山梨学院大学の強化育成部の学生と笛吹市の
住民が一緒に講習を受け交流しながらAEDの
機器の操作、救命について学ぶ機会を提供した。
ALSOK（綜合警備保障株式会社）から派遣さ
れた 2名の講師が胸骨圧迫や人工呼吸、AED
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（自動体外式除細動機）の使用方法をマネキン
型の人形を使用した実践形式での講義を行っ
た。参加者を替え 2日間実施した。
iii．プログラムの様子・効果
プログラム内容については、一般的な一次救
命処置の講習会を行ったが、AEDの機器は日
常的に接する機会が少ないということで、参加
者は意欲的に取り組み、アンケート結果におい
ても満足度が高い結果であった（図 13）。大学
の強化指定クラブの学生が一緒に受講し、実技
を複数人で行う際に協力するなど、市民と学生
が交流を深める機会となった。
また、今後、今回のような受講者がイベント
等のボランティアスタッフとして力体制を作る
第一歩のきっかけを作ることが出来た。実際に
ボランティアスタッフとしての協力の実現につ
いては課題であるが、ボランティアスタッフの
育成基盤としての可能性を持った講習会であっ
た。
受講者のアンケートからは、一度の講習会で
は自信がつかないという回答が多く見受けられ
た。今後は、定期的な講習会の実施が必要であ
ろう。また、AEDの知識や技能を持った市民
をどのようにしてスポーツイベントへ繋げてい
くかは今後の課題である。
ユニバーサルスポーツの様子
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図 13　AED講習会アンケート（n＝ 55）
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Ⅴ．成果・課題
本事業の成果は、笛吹市では初めての試みで
はあったが、山梨学院大学の指導者や施設など
の環境に恵まれ、市民へ質の高いスポーツサー
ビスを提供することが出来た。特に子どもを対
象にしたトライアルスポーツでは、年間を通し
て複数種目のスポーツを同一の子ども達が行っ
たことは発育・発達の面は勿論、多様なスポー
ツへの興味関心を高めることに効果があったと
考えられる。生涯を通じてスポーツ活動に接し
ていく第一歩を作ることができたであろう。一
部の種目では、子ども達へ継続して行うことが
できるスポーツ教室の案内を行うことで、継続
的なスポーツ機会の提供も斡旋することが出来
た。また、全てのプログラムにおいて、地域コ
ミュニティの活性化につながるような子ども達
同士、保護者同士、大学指導者と地域の方、学
生と子ども達といった地域と地域、地域と大学
の交流を深める場を作ることが出来た。
学生達にとっては、各プログラムの企画や運
営、指導を行うことが実践的なスポーツマネジ
メントの学習やセカンドキャリアにおけるスポ
－ツとの関わり方、指導方法等を学ぶ機会とな
り、本事業が学生の学習の場を広げる役割を果
たしたと言うことが出来るだろう。
課題は、笛吹市では初めての試みということ
もあり、市民へ様々な方法（広報・専用ホーム
ページ・協力団体への依頼など）で企画の告知
を行ったが、告知に対する反応が非常に薄い状
態であったことがあげられる。結果として、普
段から何らかの形でスポ－ツ活動に参加してい
てスポーツに関心の高い市民からは積極的なア
プローチがあり、好評を得ることが出来たが、
スポーツに対する関心が低いと思われる市民か
らの反応がきわめて薄く、普段スポーツ機会を
得にくい市民にはなかなか参加を促せなかっ
た。積極的にメディアへ働きかけ、告知や取材
を受けるべきだったという反省点があげられ
る。また、こうした体験型の教室を「継続して
ほしい」、「大学主催の各種目の教室を開催して
ほしい」という声が多かったが、全ての要望に
応えることが出来ず、今後の教室の開催の方法
について検討の余地が多く残った。
AED講習会の様子
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Ⅵ．まとめ
山梨学院大学のスポーツ資源を活用し、1年
を通じて笛吹市民へ質の高いサービスを提供す
ることが出来た。今後、大学のスポーツ資源の
活用は、大きな社会的役割をより一層持つよう
になることが考えられる。本事業では、初年度
の試みにより受入人数や住民への告知方法など
に課題が生じたが、住民の満足度やスポーツを
行う動機付けでは非常に高い成果を得ることが
出来た。
本事業は、平成 26 年度に文部科学省委託事
業として笛吹市と山梨学院大学で取り組んだ事
業であったが、文部科学省の事業終了により、
残念ながら継続した実施は行われなくなった。
運営基盤とネットワークの構築が出来上がり、
事業の精度をこれから向上していこうという時
の事業終了は誠に残念である。本事業を通じて、
子どもから高齢者までの運動不足の解消、人と
人とのコミュニケーションの希薄化などの社会
的問題の解決については、行政機関や教育機関
に地域住民が大いに期待していることを強く感
じた。本学のスポーツ資源は、社会的問題の解
決に大きく貢献することが出来る可能性を有し
ている。今後も、継続して本事業で得たノウハ
ウや運営基盤をもとにして地域社会へと還元出
来る取り組みを実施していきたい。
また、この活動を通じた学生達の取り組みは、
実践的なスポーツマネジメントの学習、学生ア
スリートのキャリア教育といった学生の教育機
会の創出についても一定の成果を得ることが出
来た。しかし、市民へのサービス提供を重視し
た運営基盤の構築を優先した為に、有給のスタ
ッフで運営マネジメントの主要な部分をほとん
ど担ってしまい、学生にマネジメントの部分に
十分に関わらせることが出来なかった。学生が
自ら考え、実践し、学ぶ実践教育の場とするた
めには、事業を継続し経験値を高めながら更な
る運営基盤やネットワークの構築が必要になる
と考える。学生にとっては自身が社会に貢献す
る役割を担っているという意識や興味を抱き、
地域への関心を高めていってほしいと願う。ま
た、自治体や地域のスポーツ関連団体と今後も
連携し、スポーツを通じた教育活動並びに社会
貢献活動を進めて行き、地域におけるスポーツ
振興の推進に大学として一役を担っていければ
と願う。
著者は、笛吹市の臨時職員として平成 26 年
度の 1年間本学スポーツマネジメント研究室に
在籍し本事業の事務局を担当した。本報告は著
書が事業責任者の長倉富貴准教授とまとめた報
告書をもとに執筆した。
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